
だいすき僕のむら、だから自分でやる..

く口方タログ

第1回

づくり看根'’

ヘンキや水竹ベンキタ使います

肋院・防虫効果のあるキシ r.., 
ル、ガードラ・ク等で，よ 木地

をさかいにいかす↑9がーさます

6板炉）の材料は、オ r他に，た

くさんあり＃す 粘j:、 5文、アク

リル、紙、縄、布，ガうコ、フ

■村・くりカタログを始めよむ ■石板を作るのは、｛板届さんだ オンンート ペ／ギ 0 代わ'、 9 →
このクロー 1-3 りの紙面 祈 けではありませA 臥ることのでさるシー

を機会,_「 Hづくりカタログ を 近所の駿人さ A に竹．，てもらう
始めるーとにしました 村 9 くり 方法がありよす 人 Lさん、迂具

のちょ としたT 夫や知恵を、紐 屋さん、彫刻家や掬ふをや）てい

回テーマを決がr 、格めていこう る人辻 rIl,•んで、他の場所で真似

と思い＃す。そしこそんな1→大 のできない石板を作ってもらうの
や知もが、iii~をもっと住み心地

良く、訪れて良い村にし •T い：の

に役立てばと息 ています

・第 11,1,;r;板です

日本の占い●iや、ヨ 0,.<• 

街を歩いていると、｝、情¢かな仕

角に出会 ーとがありまJ ，ヽろ

い Zな店．や家が、 ·會 1 `「年か

け六るよう「みえます角 さ

んは、5I 昼さんらしく 9．ヽf直さ A ぶ

紅I射さんらしく、脈節は旅飩し

しく、 1 、 1 分の個竹を出 アしるよ

うに見えます そんなiJf↑中で

贔
大切な役＇，」を果していかか石板

こす レストランはナイJI::フォ

ク、眼鈍届さんは眼説を冒靴h

さんは1!tを、それぞi9 ，｀ぶさわし

しモ千ーフな見つけプ［松こして

います 仕行く人々はよず [IK ，，，

見て｀そこの土人の人となりを．，j

んでしまいます そんな知こ、｛』

11,1よ逍行く人々仁、始めにか）か

けるn、jjjなのです

みんなア［I投の石板が出来たら

そ 人←＇マも枚f十，＇を•ルでしま つンクールをしてみたらどうでし

ぅ u です．さ とユークな 6板 よう。伯年秋に、牧 1;地一計外石

を 1ヤ＿へくかると思います 11,展を間いたら北しいかも L がま

·おもちゃや籍を樹にドげておく せん，，苫労話， 1"屯品・情報の父

の凶板です， 挽・めずらしい話、新しいアイ→
碩木鉢やパケソ 1 「 l',11 た花を小 アがi？かぶでしょう

さな 1合fに置いた丈でも 6板です ■ 6 板作りを助けてくれる人・ん
2 階の窓から旗、吊げても、占い も(/)

自転,,,,”ベ キを沖、 9 ても、ちょ

• /-した入配りごr,板に変化しよ

丸身近にある史しいもの・気に

人・）のもの左、うまく生かしてみ

ませんか

●馨人さん 清雙•もえどの村（大工．賓饂

工尋I C05594-9-2339 岐皐・オークピレ

ジ（木工)tt叩779-9-2759

●本．ヨーロ 9バの看板 l. 2 アメ＇’力の

看板（雙涛出版社）

●もの：東急ハンズつ03-479-“’’

■ 自分で什 ても、もちろんかま

いません

4gの石板1よ、ii•)・風• U に当t.·

って割99 t．ー 9) 、反 たリ、腐った

＇、します． H科迅U'を、 1A原にし

なくアはなりません 版りではヒ

ノキ・スギ，マツなどが適してい

よす 他にイ千イ・サ r ラ，タモ

ンオジ・ケヤキも使えます·製材

所に行，て、木砧を＇女＇＜ p艮てても

ら こと·r.•す．又｀耐水ヽ‘—ャは

機械加工が容易ですし、，n,日に多

いカラマツで佑成材を作り｀使う ⑲東京伍和ti：り、京I!

のし・、米です ，投には、オイル 云03 355-5710 
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TIM已 TABLE
小瀾沢上り 清 • 下 99 9Jヽ鱈

6:95 

8:28 8:09 9:02 

9:23 9:55 90:01 

: 25 90: 51 92: 01 99. 93 

2 : • 3 9 2: 9 3 9 • : 01 99: 99 
9 4: 33,.. "'5. 07 9 1: 99 
91:32 91:05 91:08 99: 99 
99 33 98:09 91:44 99: 58 

20ｷ 24 9 9: 51 99: 2S 29 ; 39 

29:33 23:32（中込止）

li嶋駅・清量駅→ ＾ヶ岳ロ・ンデ →清農駅→韮嶋駅
（雙しff)

● 8: 」 4 —→ 8:23.,.39 - 8: 42 
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●
山
梨
交
通
パ
ス

自分の足あとを地図に●き入れま

しょう．うさぎと出遣つだ,j,径を、

シジュウカラを覺付けた林を、流
れ皇に鵞いだ広湯を、遍を教えて

くれだマスターがいる襄茶店を、

大好きな友人にそっと教えてあげ
る．君の清里地図で.,,..

清里新聞／1982AUTUMN

90• 9 5 • 9 9 : 93 • 9 9 22 • 9 : 59 三→9 9 : 59 

• 92: 92 一 92.29 93:05 一 93: 92 • 94.05 

,no • 9 5 29 一 95 39 9 9. 9 l -• 9 9 9 9 •"'' 
97 39 一一 99 39 

（●印は休日遍転• 印は 90 3 t王での休日遍転） , ____________  _ 

嵩機タクシー •-229 9 •八ヶ岳観光タクシー 8•2025

山交ククシー 8 9099 ・●●璽 U 光ククシー •-2029 ■遍絡先•〒“7-03 山梨県北巨摩郡裏摂町清星3545

白倉徳三 TEL05514- 8- 2118

人々がめま＾る、＜夏た凸ごしている n:·9 ： 野は

ひ子かに歩みな早め T 、知らぬうちにデ節か交代を

はンめてし 9 E ヒメ オ m t’：し 9t1 9 、ーぽ ? こ、

われら．—うが、＇•＇i椙される叫 9\ l { R る中 朝なタ

なに共る風が少しずj 9令ギやかさを増 てるの：→

,\i・「： ｝ば、あた＇はす）か<)こtJか・ てして、

私：t霞ぎ 1:9) —：かt、行9' 寂しさ名味わし 9 、そ

）肌餃さこあわここtう’.9 I：んも名f一 少る そ節

）はざまこゆ・・・、よっiしか m訂 1；一枚 セ ク

99 出みーも 山；リの近m t:f If．そ：．，＼を心に

染＂あげるし←ま 9 なく 一面の保の杷かスキー場
の版を坪めてしま 9 ご． 9 ケ・ 思いがけない秋·元繁み

＇）中に立ち尽 L テ私：よいつよても雄すすぎ＿＾ffを
が．ち土． 9) かねる

山合いに沈みゆく関心やがて占の色し名 9貨 9 ）を，菜

め｀絶えゆく社はこれを阪し））培やかな紅切れを演
出する このtげ）イ；．思議をと 9）まぜて磁られたクピ

ス , が山 llllに飾られれば、あたかも一つ0) 忍 9、{•

和l (f)終比,-ふさわしい訳転を思わせて、人々の心を

人し刈、ーりさふ')、t-め心をふう 戻り氾には、自・｀
が砕 9）しき て骰さつめられた沿梵松の紐毯がある

から、私は静かに想いを跨みJめて歩いこゆける

'·'にピンで」lめられたまよ色あせてゆく：：ヵし』•こ、

こすもすの最後の薄紅ん浴かゼば、よる 頬 CIT な

さす J I「失 •9 た文みなレりも すこと力”きる 99

ろ 9 かりV んめくるよう 9-'！力心莞，じを：3 が＇ — 

私，i知伎及か；．可史'. 9こ；ム’'iを占ぎ ：／る， E い

いちと冶え T C 風）中 忠しtふ｝ふたす

9ー熱な，ご 9↑のを梵．tl 私左tき 1: 9 

i. 1.-!!Iよ、体、知,.,、')カ

発行 清里観光娠興会広輯部・青年部企画広輯部
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WALKABOUT 

羹し襄
FOLKLORE 尾濤一心'•→9ー玉忌：．ぷ？ • ←・

清里を歩きまわるだめの

新しいハイキングガイド

る
ン

•
I
I
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I
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, \、レ＜乙，）口 \ ‘胄泉寮•\ \r室駅へ＇. -...... -ｷ-------------. 
車道 歩道

迄し森 ，がI' で IHともポピ 1 さて、二つめの巾来は 'l' 北国志
ラーな名勝地でしょうよく う という文献 1こ梃るのですが、 ＇字

っヽしの 9 9) と吋ば1• ることが 都久志森、八ヶ岳／麗念場ノ原二

多し）ようてすが、卜芍 1よ うつく 在ル小山トリ……小者ヲす都久．し、

しい） ←しいます さて．今回 トムフ方自ナリ文麓ノん＝アラズ＿

は．丈し士を中心としf•ハイキノ ここで述ぺられる「宇都 とは欺

グ・コースと 1半に．その名の由末 けもの 1 の通り辺て、 久、し」

について紹介したいと思います とは「越す」の，l，点風あて字、小

由本については．―．通りの品があ さな山を意味する地形語です，っ

るのてすが｀末ず＇F州のある伝説 まり、その．ざ味するところは「朕

によりますと・・・．． の行き交う小さな山 というわけ

その甘、；；； 1．山と八ヶ岳が1訳 です さて、一体どんな炊か行き

らべをしました． I皮らより利い It 交っていたのでしょうか。実は、

かなかっt-0) か、曲者のrrt l·の間 八ヶ岳東帷沿いにンンシ」ゥ・／ウ、

に撻 とい）を渡し、その中に水 ナウマ／・／ウの化hが発見されて

を、允し判ぷしたそうです 水はな います． 80万年～ 5 万年前に、巨

んと腐上山の方へ向って，允れたそ 象の群が 1酎関東かが1' 府を通リ、

うです ’ふ LllI:Jよっぼど負けず 八ヶ伍の東杓沿いに北 1 したらし

itぃ F ったのか、性格かlll 暴t-つ いというわけです そんな太山の

たのか、くやしさのあよリ、その ことが記針に残ったのか凝問です

樋てもって八ヶ品、り 9j.9 をひっばtー が、巨佼の大群が箕し森を辿った

いたのです ．，J七山の仕力で、八 可能付は充分名えられますね

，，岳の"f1は可哀忠 IC パァ ンと割 さて、笑し代で八t団の神々が

れてしまい、現／日私たちが眺める、 虻まって何やら会議をしている様

る全にな·；た..••という点は 11 名 （、改いは 1J紋 1)群が朴大9このん

ですが、実：1 こ 9) 後：ーこんな話が 1が）と文し森を迪，）過きてゆく様

ぁリましtー 頭を割吐オつと）J「 f•なと想像しながら、ゆっくりと

恥ている八ヶ岳のもとへ、粒’り 入し森がレいてみては如何ぐしょ

●コースタイムガイド● ll9から人天狗が飛んで未 C 、 |,1 梢 う もしかしたら、象たちが虹
『―- - - - - -'I したのか介、缶の Ill頂に仕を建てて 脳）i"I しながら、北へ行くか南へ
, …-•ゞ~..... ~れた 9(iを五いて斎祭（いつきま 行くかふ論していたのかもしれよ

が し疇 I ス學—••••I ブらしめました 「屯く とは せんね。

i二：I：：.li言言：三]1:: o嘉□三三I I ｷｷｷ: ·髯 砕 ' ということから なし心と呼ば は、服が変色する怖れがありよす' ` 1 , れ、「美いっくが斎 9こ代 ので御注．も．卜さい
"• わり、現在の 入＇うつく，し森」 参,;:朝 H 新間111 梨版

1, _______..  へと尖わってさたという品です 冊f• Oolzuml利町企画惇ば
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SWINGIN'NATURE 

げ］［：7 年前、牧場付を開qiしていた

朝 B ヶ li 7) 谷口彰男さんの足もと

に、 4 センチ四方の石 ITがムを視

しました拾いあげてよく見ると

その石片は、何かを切る為に 1/UL

さかているようてす 谷 11 さんは

学生9．げ代から名古学に □！味を持っ

ておられ、それまで牧が地て貼折

見つけていた入尻に対しては、’ii

に杵の狩猟の名残りとボ変視して

いなかったのですが、このわ片に

関しては、そ 1 夕手にとった時、

やった I 石器！ご ·(I と！員の中で

叫んだそうです

閲拓入柏で 10年目、薮し過ざる

和の自然f~椛にあって、人かfl t,

のは並大抵のことじゃないと， lわ

れていた内里に、fnr千年も 1前に既

に先人が十活を背んでいたという

市実り） ·片に出心って以米、谷口

さんは発堀 1こ少中になって取り組

み、今日士で出土した石器や I器

の破/;は300かにもな 1) ます

出土したものを見ると、まずi」

器では矢尻、皮判きや肉りJリ用の

ナイフ、十堀りや祭9祠 11l のイ 9 芹、

祭祠h;,) 丸石、火を起こす勾のく

ぽみ石、木の実やりをすりつぶす

為の仕皿などがあ；）、十器で 1,t

古くは約 8 千～ 9 T年前・縫文叶

代点創！月,:;,;する搾の目校様の土

木かげにおいで・木かげで休もう

木かげ1こ座つて記を聞けば

さ涵 そこは1まくらの青空教室

爾星＊か19講塵
●牧草地に顔を出した石片から縄文時代の
清里人たちのささやき声が聴えてくる…。
牧場主谷口さんの語る、清里縄文人の話。

器、 7 「~ 8 干年かJ・逼文時代 H；） なもみ、生活0)悦外にいたわけ

期のなの如年をif I 込めた数翡jー です ですから、先fげ召介 た1，ペ

器などから、祈しいものでは弥生 1，1用の石器：ょ、自 9iたちを己みff
9寺代後期のものと思われるjー辟ま んでくれる森や 111 、応心動物I―
て、ピ仏範囲に渡って出上していま 対して、咄謝と木年のもみな祈る

す． 供物だったと思えます
そのなかで品も数多くパフエテ i筵．八ヶ岳周辺では、高速直
f ;、→ h1 んでいるのが逼文時代中 路の辻設や l●I場炉惰19 えなどばよ
期• 4 「~ 5 --f年前の逼の見1,様 り数多く逼文H5 代の遺Hが発見さ
のいわゆる、蚊もポピコラーな湯 れていtす。 l既に仝1,1 では多くの

又1_}兵｝ いわば中期が蚊も悦 直防が発掘湖介されています 自
栄ッているわ：tてすが、上器に付

iしている上ん叫9iする一ーと：’よ

9) 当 H 、9の柏物分伽さらには気低

!l)状態が分るのですが、それによ

ると中期は地球(/)サィ 7 ルでは間

氷期にあたり．気候は溢9文でi七み

し、地は良かったようてす ですか

ら、中期の滋文人たちの生出は':?

かで活発なもので、他の時期より

土器の製作も允実してい↑9 ことが

伺えます これら籠文人の作品，を
見ると、大さいの小さいの、複雑 然内境の違いで、そ 1 ぞれ特介の
な校1ぷあり、他所からわざわざ違 ＊ふぷi)が報告されていますが、
う上を運んてきてそれを、llぜて色 ，が［は今迄、本格的な迅介はなさ

に安化を 1it：せたり、本の実をす れていません、｀汁咀 0)縞文人たち
りつふした液を中って梵を出した も、当然彼ら独I寺 1). i/i里の自然
りと、濾文人が自分たちの美、な点 と曲和したライフスタイルを持っ

を七器に女現しようとしており、 ていたことでしょう 彼らのこと
その多様さ、巧みさに飩かされま がもっと詳しく分れば、 9け引の縄

す 文文化はti条いしていったのか、成
彼らの4活は採出とi‘i猟で成 9J いは何らかの天変地i{cllfr絶した

立っていました＿木の女位の恨、 のかが明らかになることでしょう

きのこなどを出めたり、鹿や肝ウ そして、そこから今 R (1Jぶり’が今

サ七’などを獲っては、土器で漑珪 後どう変化してゆくのか、そのヒ

したり 11i蔵していたわけです 堪 ントなり引き出して閥みとりたい
文人の生活が自然と遇和するごと ものです

によって、つよリチ節の変化に 1斗·

いリズムを変える動植物の生活と この記市は、谷口彬男さんのお，活

体となること℃自然から也’か をもとに構成いたしました

VILLAGE VOICE 
この桧ば、国迫141 号線・引法坂 えてゆきたい，その切1の自然ぱ，

の上つまり清中のl.l'll ll に 189 fよ 今い）もっと豊かで、森は）スや
r • 

うと現介計画中(/)/ふ板です。そ ~内で駈わい、が原では 1がすせそう

の上部に描かれているタマづ:,!(/) 1これを hんでいることでしょう。
マークは、 l"I時にデザインされた 私共の牛泊が自然と調和したも

清里のシンポルマ クです この のであるなら、 6板もまたそうあ

マークは、ヒトと自然が濶和して るべさだと Z ぇました 石板が友

9かな '+1舌を営んでいる地、i,l 里 内するある戊谷や 1致娯に対して、

というイメーシと私北のり飢， 私共1よ誇りと没ti'iを持っていよす

を＆していよす此地の内かな自 ですから、場所やは色に対する

然環境は、私共に与えられたひと 誇りと愛情を、私共は手づくり n

つの機会ですこれを最大限 1こイj 板を通じて表現してゆきたいと思

効：こ生かし、十供や托の代よで伝 います

3 

山川草木、鳥獣虫魚。自然はいつもスイング
しています。彼らに呼吸を合わせれば、スイ

ングが伝わり、心は踊りだすでしよう。

「いい羽根飾りだね。だ

けどきみ、つける場所

がまちがっているよ。」
かのルナー，し翁 1計が 1 こを見 1：げ

こう在ったそうな 仔＇ぶこ＂』しか
けられた附 10）＇）スょ、そのつ、）ヽ

らな収をパチクリさせ、枝たの間

に [3れてしよーた 7) でしょうか

リ入を他の動物と分けるも：jゃ

ば')f•Jやら版かそうな、そ C)小さ

な体には大さ過きる楳9かな芙し

い尾であるのはil1l/t知の通· ーす

さて、敲しい冬を目前 1 ：店えた

このデ節、fiも！：さにめげたいか

それまでは競い合うよう"繁って

いた狡は足もと．こ沿ち、i9 9 中の

見逍しが随分効くようになりま v

た リスにとっては、冬仕度に追

われる大変な時期な）てッようが、
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